
尿培養検査は、尿路感染症を鑑別するのに大変有意義な検査です。しかし
ながら、採尿時に尿道や外陰部付近からの常在菌の混入をさけることが難し
いです。このため尿中の細菌数を測定することが、起炎菌と常在菌の鑑別に
有効です。

下表は、採尿方法と起炎菌と考える菌量です。猫は犬より感染とする細菌
数が少ないので注意が必要です。
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尿定量培養の判定の目安

CFU/mL：尿 1mL中に存在する細菌数のこと

犬 猫 犬 猫

膀胱穿刺 ≧103 CFU/mL ≧103 CFU/mL ≦102 CFU/mL ≦102 CFU/mL

カテーテル採尿 ≧104 CFU/mL ≧103 CFU/mL ≦103 CFU/mL ≦102 CFU/mL

自然排尿 ≧105 CFU/mL ≧104 CFU/mL ≦104 CFU/mL ≦103 CFU/mL

起炎菌（感染） 常在菌（汚染）
採尿方法

尿定量培養検査

103 CFU/mL 104 CFU/mL
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ご依頼方法
微生物検査依頼書「尿セット」にチェックし依頼書右下「その他の項目」に
（尿定量培養、項目コード：5515）とご記入下さい。


